
※１ 暴風雪による被害は、晴天から悪天へと天気が急変したときに多く発生しています。
ぼうふうせつ ひがい せいてん あくてん てんき きゅうへん おお はっせい

気象台から「数年に一度の猛吹雪」「外出は控えてください」という呼びかけがあったときは、
きしょうだい すうねん いちど もうふぶき がいしゅつ ひか よ

晴れていても数時間後には猛吹雪となり、屋外での行動は危険になる場合があるので特に警戒が
は すうじ か ん ご もうふぶき おくがい こうどう きけん ば あ い とく けいかい

必要です。暴風雪が予想されている時は、無理せず外出は控えましょう。
ひつよう ぼうふうせつ よそう とき む り がいしゅつ ひか
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昨シーズンの雪による道内の被害状況（平成28年11月～平成29年3月）
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＜ポイント＞

昨シーズン、雪による被害にあった方は１８０人。
さく ゆき ひがい かた にん

そのうち、約６割が６５歳以上です。
やく わり さいいじょう

多くは、屋根やはしごからの転落によるものです。
おお や ね てんらく

道民の皆様には、本当に気をつけてほしいでスノー！
どうみん みなさま ほんとう き
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※５ 除雪作業、特に屋根の雪おろしは、２人以上で声をかけあって行いましょう。
じょせつさぎょう とく や ね ゆき いじょう こえ おこな

靴やはしごには滑り止めを、腰には命綱を。
くつ すべ ど こし いのちづな

はしごの上り下りには特に注意しましょう。
のぼ お とく ちゅうい

※６ 晴れた日ほど、屋根からの落雪・落氷が発生しやすくなっています。
は ひ や ね らくせつ らくひょう はっせい

軒下に注意しましょう。
のきした ちゅうい

※７ 除雪機に雪が詰まったときは、必ずエンジンを切って、棒などで取り除きましょう。
じょせつき ゆき つ かなら き ぼう と のぞ

※２ 運転中に風雪により視界が悪くなったときは、近くの道の駅やコンビニなどで天気の回復を待ち
うんてんちゅう ふうせつ し かい わる ちか みち えき てんき かいふく ま

ましょう。

※３ 路上で停車せざるを得なくなった場合は、追突事故を引き起こさないよう、ハザードランプを点滅
ろじょう ていしゃ え ばあい ついとつ じ こ ひ お てんめつ

し、停止表示板を置きましょう。
て いしひょうじばん お

※４ 一酸化炭素中毒の危険をなくすには、エンジンを切ることが大切です。日ごろから、次の物を車
いっさんかたんそちゅうどく き け ん き たいせつ ひ つぎ もの くるま

に備えておきましょう。＜防寒着、毛布、手袋、長靴、スコップ、スノーブラシ、けん引ロープ＞
そな ぼうかん ぎ もうふ てぶくろ ながぐつ いん
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